
平成２７年第９回定例会会議録要旨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◆開催日時　　平成２７年９月２８日（月）　午後３時開会　
◆開催場所　　国富町立図書館　　　多目的学習室
◆出席委員　　木下正明　　　豊田畩光　　小田佳代　　二上由美　　丸山隆一
◆欠席委員　　な　　し
◆出席職員（事務局）　　井戸川行利　　瀬尾孝徳　　清水孝英　　横山香代　　　　
◆教育長報告要旨（９月１日～９月３０日行事実績）

教育総務課

小中学校２学期始業式（１日）／第３回町議会（４日～１８日）／中学校体育大会（１３日）／小学校運動会（２７日）
　【第３回町議会について】
　　４日から１８日までの期間、第３回定例会が開催された。平成２６年度の決算が主な内容で、
一般質問、総括質疑、決算に関する委員会が開かれた。
また、最終日には木下教育委員長の教育委員再任の同意議案が町議会議員全員の賛成で可決
された。
【中学校体育大会・小学校運動会について】
１３日の中学校体育大会、２７日の小学校運動会に参加いただき、ありがとうございました。
一部天気の影響もあったが、子どもたちにとって、記憶に残る行事だったと思う。
社会教育課

　国富町文化功労者・スポーツ功労者選考審査会（２日）／国富町文化協会芸能部門発表大会「芸
能のつどい」（６日）
　【国富町文化功労者・スポーツ功労者選考審査会について】
　　10月に開催される町民祭で表彰されるが、この場を借りてお知らせします。文化功労賞は
駒山二生さん、スポーツ功労賞は日高節子さん、長嶺正次さんの３名である。駒山さんは国富
町の園芸部門をまとめ、日高さんはバレーボール協会推薦で長年ママさんバレーの役員をされ
後進の指導に当たられた。長嶺さんは、陸上をされ、マスターズでは現役で頑張られ、市町村
対抗駅伝大会では指導者としてチームを牽引している。それぞれの功績が認められたものであ
る。
【芸能のつどいについて】
大正琴や舞踊、コーラスなど２７のプログラムで盛大に開催されました。
◆会議録要旨
◇議案　なし
◆その他
◇東諸県郡中学校英語暗唱・弁論大会の結果について
　暗唱部門・弁論部門共に本庄中が優勝で、全国大会に繋がる県大会に出場する。暗唱部門の２
位は八代中、弁論の部２位は本庄中、スピーチ部門１年生男女ペアは木脇中が１位であった。
◇中学校体育大会及び小学校運動会について
最後の生徒挨拶では、茨城県常総市のことも盛り込まれており、指導を受けているのだと思うが、とてもすばらしく感動的で、皆感心されていた。（本庄中）
雨だったが、運動場のフィールドが芝生なので、プログラムをかなり消化することができた。フィールドが芝生なのは利点だと思った。（本庄小）
　最後のお礼の言葉が大変長く、もう少し短く簡単にしてもいいのではと思った。暗唱の練習も
かなりしたのだろう。冒頭も当日の天気のことから入りすばらしかったのだが、小学生には小学
生らしい挨拶があり、来てくださった方に思いが伝わればいいと思う。団長の選手宣誓も小学生らしさを出すのがいいと思った。（森永小）
◇１０月の行事予定について
　各課長が行事予定表に基づき説明する。
◇学校給食共同調理場では実習生を受け入れについて

大学３年生を受け入れており、指導は、２名の栄養補助職員で行っている。栄養教諭は今現在
いないが、受入は昨年決まっていたため実習を実施している。
◇「ふるさとを知ろう～歴史アドベンチャー」について
　退職校長会の活動で、今回は法華嶽薬師寺の文化財めぐりである。薬師寺の宝物殿見学の後、
うずら車づくり体験する予定。対象者は小学校３年生から中学生までの児童生徒及びその保護者
となっており、30名程度募集する。県の退職校長会から、この活動に対して補助が出ることに
なり、貸切バスを利用する。
◇宮崎県教育委員会行事「市町村教育委員と県教育委員の意見交換会」について
　委員長が参加することに決定する。
◇フリースクールについて
今国会で成立すれば平成２９年度から認可されるという情報もあるが、宮崎県では、フリースクールに対する県の新たな方針はまだ決まっていない。国会でも法案は通過していない。国富町では学校に通うことのできない児童生徒に対し、適応指導教室を行っているが、フリースクールのように、様々な施設、様々な内容で、教員免許を持たない人が教育課程を基準としないで、それを学校として認められるのかというところが疑問である。学校は行っても行かなくてもいいのだとなると、無理をして学校に行くことが義務ではないといわれるような社会になる。我慢や友達との協調性など学校で生活することで得る大切なこともたくさんある。文部科学省の認めている基準の教科書があり、年間を通して知・徳・体を育てる教育課程があり、そこに指導者がいる。もし、学校教育の目的に即さない考えの方が運営されているフリースクールを認め、教科書も教育課程も全部抜きでこれを教育とみなすというのであれば塾でもよいという話になる。保護者の責任の下で、認めるというのも議論になると思う。
◇定例教育委員会の議案について
　教育委員会の管理点検評価にもあったように、教育委員会のあり方というものを十分に考えてＡ・Ｂ・Ｃの評価をつけているが、今日のように議事の無い時、議題は無くていいのかというところを考えて欲しい。教育委員会の会議は準要保護を承認するか否かだけを話す場ではないので、委員会にふさわしい議題を考えなければいけないのではないか。教育委員から発案した議題を議事に取り上げるのはいいことだと思う。次回、定例教育委員会で議題にしたいことを考えてきていただけるといい。
◇「全国学力・学習状況調査の結果を公表するか否かについて」の議論について
分析の結果を公表するか否かの話し合いをしなければならないと思う。その理由として、いままでになかったことではあるが、今年は２６市町村のうち１０程度の市町村は公表の方向でいく
と聞いている。今まで、ほとんどの市町村が公表しない立場をとっていたのは、文部科学省が定めた「全国学力学習状況調査に関する実施要領」の中で、調査により測定できるのは学力の特定
の一部であることなどを踏まえるとともに、序列化や過度な競争が生じないようにするなど教育上の効果や影響等に十分配慮することが重要であるとしているからである。そのことを踏まえ国富町は公表しないという方針できたのだが、実施要領の公表の取扱いが変更され、議会で答えて町民に報告しないのはおかしいという意見もあるので、「国富町では学校別に県の平均と比較して高い学校もあるが、そうでないところもある。依然として厳しい状況にあると考えている。」というような文章で公表することも考えていいのではと思う。最近、予算をたくさんつけていただいているので、小学校補助職員、中学校補助教員、大型モニターなど、その効果はどうかという部分は報告しなくてはならないのではないかとも考える。
　国が公表を制限していたのは、一部の教科だけで特定の学年だけが参加した調査結果には波があり、学校間で差があるから。学力だけが一生の全てなのか、それだけが教育の目的なのかという問題になる。もし町別に公表したら、すごい競争意識を生んで序列化してしまうと思う。どうしても、数字は一人歩きするので、数字ではなく、定例教育委員会の場で言葉や内容をもう一度見直して言葉の表現で公表するという考えもある。公表する方法としてはホームページがよいのではと考えている。周知するかしないか、周知するとしたらどのような形なのかが問題になる。ホームページであれば関心のある方は見られるでしょう。この場で協議した内容がある程度まとまるのであれば、定例教育委員会の中で出すことで、ホームページの教育委員会定例会会議録要旨の中で、教育長報告として「学力・学習状況調査の結果について」として公表することもできる。教育委員の意見をまとめ、学校ごとの数字は公表しないと考えるが、皆さんが賛成していただけるのであれば、議事録でまとめて言葉で公表する方向も検討してみたい。
　公表についての国の方針は、県の判断に任せるというもので、県は市町村教育委員会の判断に任せるという方針である。先日、県は３つの教育事務所ごとに数字による公表を行った。県下市町村はまだ公表していないが、どこかの市町村が公表すると、報道関係者が必ず全市町村教育委員会に問い合わせるので、その時に「検討中」と答えるか、「言葉の表現でホームページ上に公表しています」と答えるか、町教委の態度を決めておく必要がある。
国富町の学力・学習状況調査の結果分析は、現在、スクールサポーターに依頼している。次回の教育委員会までには分析結果と今後の対策をお示ししたいと考えている。
　費用対効果という部分で企業のように教育問題を捉えている人もいるが、国富町の議会で費用対効果について聞かれたことは一度もない。しかし、財務省は児童生徒数の減少を理由に、文部科学省に教職員を減らすように言っているようである。
公表に対する教育委員の意見
　○意見１
　　議会答弁のとおりでいいと思う。数字的に公表したり学校別に公表したりすると、そこの学
校の先生方にも影響が出るのではないか。また、保護者の対応も変わってくるのではないか。ある程度の目安が分かればいいと思う。
　○意見２
　　保護者間では、結果公表について話すことはあまりない。テストを受けるのは児童生徒であ
り、点数が公表されることにより悪い噂が余計に大きくなって広がるのではと思う。点数１点
の差で順位が低いと公表され、「あの学校はだめだ」という印象を受けたりするようでは、公
表はマイナスだと思う。
　○意見３
　　中学校では、高校入試が最終目標みたいなところがあるので、保護者の関心はそちらが大き
いと思う。高校入試の場合、数字で評価する部分があり、中学校ごとの各高校への進学人数を
気にするところはある。
　○意見４
　　公表により、自分の行こうと思っている学校が低く評価された場合、子どもの意欲が削がれ
るのではないかと思う。学校はテスト用紙１枚の紙だけで評価されるべきではなく、それだけ
が全てではないはずである。学力調査の結果だけがクローズアップされるべきものではないの
で、公表はしなくてもいいのではと思う。
○意見５
今後の課題の一つとして、他の市町村の動向を見ながら検討していけたらと思う。
◇八代小学校ＰＴＡ役員によるスクールバス要望について
　７月末にＰＴＡ役員より、八代小学校全地区で全線スクールバスにして欲しいとの要望を提案された。明日２回目の聞取り予定だが、全世帯対象に実施したアンケートの集約結果を持参するとのこと。「町内でも八代小校区のスクールバス通学は認知されており、子どもたちの安全の為にも見直して行こう。八代小の特徴にもなる。」というものである。
　スクールバスの当初の考え方は、八代地区３小学校統廃合のときに旧北俣小校区と旧深年小校区はスクールバスにするとなった。関係者に相談も無くアンケートを取ったということは、遺憾に思う。町全域のことを考え、教育委員会で議題にしてはどうかと考えている。町の関係者の中には全員スクールバスに反対の方もいらっしゃる。
聞くところによると、アンケートは全家庭対象で氏名は書かなくてもいいが、地区名を書くものであった。地区名を書いた時点で、戸数が少ないため筆跡等で個人が推定できるので、本当のことを書く人は少ないだろという声もある。提出していない家庭には賛成か反対かの聞き取り調査が役員からあった。８月に八代地区のみの集会があり、スクールバス利用をしていない世帯対象に、教育委員会との話し合いの結果報告と今後の推移状況説明などがあった。一部反対者もあったが、後日ＰＴＡ発行の文書では反対者１名と書いてあり、おかしいという意見も聞いている。すでに子どもたちの中では、スクールバスになるという噂が広がっているようだ。
　また、今後の流れのような文書が発行され、予定ではあるが、試験運行や運行開始の日程まで、記載されていた。ＰＴＡ役員の中でも賛否両論なのだが、協力せざる得ない雰囲気があるようだ。
　いずれにしても、子どもたちの中にわだかまりがあるようではいけないと思う。事務局に、次回の定例教育委員会で、経緯をまとめて話してもらいたいと思う。
（閉会午後４時１８分）
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